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タカラアース・試験結果データ
試験実施：無添加食品協同組合検査センター有効微生物「アーゼロン」使用

特許第 1754668 号　有効微生物群アーゼロン
特許第 2747972 号　好気性微生物及び嫌気性微生物の複合培養法
特許第 3942783 号　複合有効微生物群含有資材

食中毒・感染症の原因になる大腸菌Ｏ157 の抑制試験。
生菌数 170,000 個の大腸菌Ｏ157 の時間経過による生菌数を測定。

大腸菌Ｏ157 抑制試験

食中毒・感染症の原因になる黄色ブドウ球菌の抑制試験。
生菌数 63,000 個の黄色ブドウ球菌の時間経過による生菌数を測定。

黄色ブドウ球菌抑制試験

５時間後には
ほぼ抑制

１時間後には
ほぼ抑制

入浴施設・循環風呂などの感染例の多いレジオネラ菌の抑制試験。
 生菌数 340,000 個のレジオネラ菌の時間経過による生菌数を測定。

レジオネラ菌抑制試験

医療・介護施設などの感染例の多いセラチア菌の抑制試験。
生菌数 660,000 個のセラチア菌の時間経過による生菌数を測定。

セラチア菌抑制試験

6時間後には
完全抑制

2時間後には
ほぼ抑制

生ゴミ臭の原因になるトリメチルアミンの除臭試験。
トリメチルアミン発生量 50ppm の時間経過による数値を測定。

トリメチルアミン除臭試験

トイレ臭の原因になるアンモニアの除臭試験。
アンモニア発生量 100ppm の時間経過による数値を測定。

アンモニア除臭試験

30分後には
半分以下

1時間後には
90％カット

黒カビを培地に植え付け、５日間培養し発生を観察する。
未使用に黒カビが繁殖しているのに比べ、タカラ・アース使用には
黒カビの発生が抑えられていることが確認される。

ダニを入れた容器内で、24 時間後の様子を観察する。
タカラ・アースを使用した紙と未使用の紙ではダニの定着数に相違が見られる。

黒カビ抑制試験

害虫 ( ダニ ) 忌避試験

ゴキブリを入れた容器内で、24 時間後の様子を観察する。
タカラ・アースを使用したエリアと未使用のエリアではゴキブリの定着数に相違が見られる。

害虫 ( ゴキブリ ) 忌避試験

あきらかにダニは
タカラアースを
避けている
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タカラアース・安全性試験結果データ
試験実施：無添加食品協同組合検査センター有効微生物「アーゼロン」使用

特許第 1754668 号　有効微生物群アーゼロン
特許第 2747972 号　好気性微生物及び嫌気性微生物の複合培養法
特許第 3942783 号　複合有効微生物群含有資材

試験方法：マウスに経口投与し、50％の数のマウスが死に至るまでの
投与量を体重１kg あたりに換算。

参考：一般に食品添加物（ハムなどの発色剤）として使用されている「亜硝酸ナトリウム」の試験結果と比較

試験結果：60,300 mg/kg まで投与しても１匹も死ななかったので、問題はありません。

マウスによる急性毒性試験

試験方法：毛をそったウサギの皮膚に塗布し、その反応を観察。

参考：皮膚一次刺激性の評価基準
指数 0～ 2：弱い皮膚刺激物　指数 2～ 5：中等度の皮膚刺激物　指数 6以上：強い皮膚刺激物

試験結果：皮膚に異常はなく、問題はありません。

皮膚一次刺激性試験

試験方法：化学物質に敏感な微生物４種にタカラ・アースを添加して培養したものと、
何も加えないものを比較。
試験結果：突然変異誘起性は認めず、遺伝子に対する影響の問題はありません。

変異原性試験

試験方法：ヒメダカに 48 時間添加し、50％の数のヒメダカが死に至るまでの
添加量を水槽の１リットルあたりに換算。

参考：一般に農薬として使用されている「フェニトロチオン」を汚染に強いと言われるコイでの試験結果と比較

試験結果：試験最大量 10,000mg/リットルまで添加しても１匹も死ななかったので、
　　　　　問題はありません。

ヒメダカによる急性毒性試験

食品添加物より安全！
どんなに大量に与えても
一匹も死ななかった！

水質を汚染しない！
ヒメダカと丈夫なコイで
比較してもこの通り！

刺激は少ない！
肌についても
大丈夫！

突然変異を
起こさない！


